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問
型
の
み
で
な
く
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
も
視
野
に
入
れ
た
本
市
版
ネ
ウ
ボ

ラ
構
想
の
推
進
を
促
し
た
。

　

田
鍋
剛
議
員
は
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
産
地
消
の
観
点
か
ら
、
平
成

30
年
度
実
施
予
定
の
中
学
校
給
食
用

の
米
を
全
量
高
知
市
産
に
す
べ
き
と

提
言
し
た
。
教
育
長
は
、
学
校
給
食

で
使
用
す
る
全
て
の
米
を
高
知
市
産

に
す
る
と
明
言
し
、
井
上
副
市
長
は
、

そ
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
生
産
者

や
関
係
団
体
と
協
議
を
開
始
し
た
い

と
答
弁
し
た
。

日
本
共
産
党

道
の
駅
、
西
敷
地
の
暴
走
と
対
決

　

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
へ
前
進

　

一
般
質
問
に
は
、
は
た
、
迫
、
浜

口
、
細
木
、
下
元
の
各
議
員
が
登
壇
。

　

大
企
業
の
税
逃
れ
を
許
さ
ず
、
消

費
税
の
増
税
延
期
に
伴
う
財
源
確
保

を
国
に
求
め
る
よ
う
指
摘
。
ま
た
、

国
の
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
改

悪
の
問
題
点
を
示
し
、
市
民
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
取
り
組
み
を
求
め
た
。

　

新
図
書
館
西
敷
地
利
用
計
画
に
つ

い
て
、
拙
速
と
の
市
民
の
声
や
利
活

用
検
討
委
員
会
の
議
論
か
ら
、
地
域

懇
談
会
の
開
催
を
提
案
し
た
が
否
定

さ
れ
る
。
し
か
し
検
討
期
間
の
延
長

と
市
民
の
意
見
聴
取
を
約
束
さ
せ
た
。

　

浦
戸
「
道
の
駅
」
構
想
で
は
、
「

地
元
要
望
」
に
根
拠
が
な
い
こ
と
を

示
し
、
桂
浜
公
園
再
整
備
計
画
と
の

整
合
性
も
な
く
、
採
算
性
が
不
明
で
、

住
民
不
在
の
構
想
で
あ
る
と
指
摘
。

　

障
が
い
者
の
福
祉
施
策
拡
充
を
迫

り
、
人
工
内
耳
用
機
器
・
電
池
の
補

助
制
度
が
来
年
度
か
ら
導
入
へ
前
進
。

　

ま
た
、
待
機
児
童
解
消
策
と
し
て

保
育
の
質
を
低
下
さ
せ
る
国
の
規
制

緩
和
の
条
例
改
正
、
当
初
の
倍
に
膨

ら
み
、
さ
ら
な
る
増
額
が
想
定
さ
れ

る
新
庁
舎
建
設
工
事
請
負
契
約
締
結

議
案
に
対
し
、
下
本
議
員
が
反
対
討

論
。
改
憲
に
よ
る
合
区
解
消
、
日
米

地
位
協
定
の
見
直
し
等
の
意
見
書
の

討
論
を
岡
田
、
細
木
議
員
が
行
っ
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

吉
永
・
水
口
議
員
が

　
　
　
　
　
　

一
般
質
問
に
登
壇
！

・
個
人
質
問　

吉
永
哲
也
議
員

　

わ
が
会
派
の
長
年
の
提
言
で
２
年

前
に
実
現
し
た
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
状
況
と
改
善
点
に
つ
い
て
た
だ

し
た
。
執
行
部
は
「
平
成
27
年
度
の

受
電
件
数
は
約
14
万
６
千
件
で
、
そ

の
う
ち
37
・
５
％
が
セ
ン
タ
ー
で
完

結
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
改
善
の

余
地
が
あ
り
、
業
務
受
託
者
と
の
協

議
を
重
ね
て
い
く
」
と
答
え
た
。

・
個
人
質
問　

水
口
晴
雄
議
員

　

国
の
規
制
改
革
実
施
計
画
の
中
で

検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
民
泊
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
本
市
の
旅
館
ホ
テ

ル
業
の
現
状
か
ら
当
面
は
必
要
な
い

の
で
は
な
い
か
と
の
質
問
に
、
市
長

は
「
外
国
人
観
光
客
数
の
状
況
等
か

ら
も
、
市
街
地
で
は
今
す
ぐ
必
要
で

は
な
い
。
条
例
規
制
は
国
の
動
向
を

踏
ま
え
研
究
す
る
」
と
答
え
た
。

・
今
議
会
の
冒
頭
で
議
会
人
事
が
あ

り
、
会
派
全
員
が
昨
年
度
と
同
じ
常

任
委
員
会
の
委
員
に
選
任
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
所
管
す
る
市
政
課
題

に
対
し
て
継
続
的
か
つ
、
よ
り
専
門

的
に
取
り
組
む
体
制
が
整
っ
た
。
ま

た
、
わ
が
会
派
所
属
の
竹
村
邦
夫
議

長
は
任
期
２
年
目
を
迎
え
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
全
国
市
議

会
議
長
会
等
に
お
い
て
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

公　

明　

党

防
災
力
向
上
と
重
点
課
題
の
推
進
を

　

生
活
者
の
視
点
で
具
体
的
な
提
言

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
指
定
管
理
者

審
査
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
議
案

に
つ
い
て
、
包
括
外
部
監
査
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
市
の
外
郭
団
体

を
非
公
募
で
選
定
し
て
い
る
指
定
管

理
施
設
を
、
今
後
は
公
募
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
長
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
弘
幸
議
員
は
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
進
展
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
計
画
的
な
導

入
を
促
し
、
市
長
か
ら
、
計
画
を
立

て
全
セ
ン
タ
ー
へ
配
備
を
進
め
る
と

の
答
弁
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
自
主

防
災
組
織
の
組
織
率
向
上
の
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
根
堂
宏
議
員
は
、
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
再
延
期
に
よ
る
政
策
・
施

策
推
進
へ
の
影
響
を
懸
念
。
ま
た
、

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
の
形
成
と
事

業
推
進
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、

市
長
の
所
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

大
久
保
尊
司
議
員
は
、
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
食
料
を
捨
て
て
し
ま
う
「
食

品
ロ
ス
」
の
対
策
や
取
り
組
み
が
、

生
ご
み
な
ど
の
発
生
抑
制
や
焼
却
処

理
量
減
少
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

削
減
へ
の
啓
発
を
促
し
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

個
人
質
問
に
は
、
氏
原
嗣
志
議
員
、

戸
田
二
郎
議
員
、
川
村
貞
夫
議
員
、

浜
口
卓
也
議
員
が
登
壇

　

氏
原
議
員
は
、
農
業
振
興
の
観
点

か
ら
農
業
レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
へ
の
固

定
資
産
税
優
遇
を
提
案
し
た
。
ま
た
、

浸
水
対
策
や
社
会
福
祉
法
人
理
事
会

評
議
員
会
制
度
改
正
へ
の
質
問
を
行

っ
た
。
戸
田
議
員
は
、
新
庁
舎
建
設

に
関
連
し
て
、
今
後
の
公
共
施
設
に

お
け
る
維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
を
活
用
す
べ
き
と

提
案
し
た
。
ま
た
、
鏡
川
江
ノ
口
鴨

田
堰
な
ど
に
関
す
る
質
問
を
行
っ
た
。

川
村
議
員
は
、
森
林
資
源
活
用
の
観

点
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に

木
材
が
集
ま
り
に
く
い
こ
と
な
ど
の

現
状
の
課
題
を
示
し
た
。
浜
口
議
員

は
、
業
務
改
善
に
向
け
た
職
員
提
案

制
度
の
復
活
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
お
け
る
来
年
度
か
ら
の
体
制

に
つ
い
て
、
ま
た
、
北
七
ツ
淵
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
や
高
知
竹
材
セ
ン
タ

ー
に
関
す
る
質
問
を
行
っ
た
。

み
ど
り
の
会

近
森
議
員
が
市
政
を
変
え
て
い
く

日
曜
市
の
新
規
出
店
13
軒
が
決
定
に
。

競
輪
場
包
括
委
託
５
年
間
で
15
億
円
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
３
億
５
千
万
円
に
。

犬
猫
の
殺
処
分
が
３
千
匹
の
減
少
に
。

違
法
な
キ
ャ
ッ
チ
撲
滅
運
動
始
ま
る
。

土
佐
山
小
中
一
貫
校
に
全
国
が
注
目
。

浦
戸
長
浜
道
の
駅
経
営
計
画
に
反
対
。

市
職
員
の
無
駄
な
残
業
手
当
を
監
視
。

市
民
ク
ラ
ブ

国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ

　

市
民
を
守
り
、
市
民
と
共
に
が

　
　

わ
が
会
派
の
立
ち
位
置
で
す
！

　

近
藤
強
議
員
は
、
国
は
、
知
恵
を

出
し
た
自
治
体
に
は
金
を
出
す
と
煽あ

お

り
な
が
ら
、
金
を
出
す
か
出
さ
な
い

か
は
政
府
と
官
僚
に
よ
る
と
し
て
、

交
付
金
の
中
央
集
権
化
に
戻
そ
う
と

し
て
お
り
、
予
算
も
大
幅
に
減
額
し
、

半
分
を
自
治
体
に
負
担
さ
せ
る
な
ど
、

本
気
で
地
方
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

と
は
到
底
思
え
な
い
と
国
の
地
方
創

生
事
業
の
欺ぎ

瞞ま
ん

に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　

岡
﨑
邦
子
議
員
は
、
子
ど
も
の
貧

困
の
視
点
か
ら
、
本
市
中
学
生
の
就

学
援
助
率
が
高
い
た
め
、
就
学
援
助

制
度
の
目
的
に
沿
う
よ
う
支
給
項
目

の
拡
大
と
、
入
学
準
備
金
の
支
給
時

期
の
５
月
か
ら
３
月
へ
の
前
倒
し
を

求
め
、
執
行
部
は
検
討
す
る
と
答
弁

し
た
。
ま
た
、
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

母
親
の
孤
立
感
を
解
消
で
き
る
よ
う

全
員
を
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
訪

③

６月定例会を
振り返って

会派の意見


